
　（別紙４（２）） グループホームウェル浪花

目標達成計画 作成日：　平成　　25年　　4月　　20日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
・職員の介護全般のレベルにばらつきが
　ある事
・入居者にとってより良いサービス提供が
　行えていない

お互いのスキルを競い合いより良いサー
ビスを提供する

・楽ちんキャリアアップを活用しスキル向上に努める
・外部、内部研修に参加し自己研さんする 6ヶ月

2

介護記録への反映
・記入方法として誰もが記録を読むだけ
　で状況が目に浮かぶ記録にしていく
・内容の濃い記録によりケアプランへ
　反映させ、新たなニーズの発見とする
　ものにしたい

御利用様、御家族様との関わりから色々
な事を傾聴させて頂き、新しい思い、
気づきを見つけていく

・御利用様との日々の生活に寄り添い
　おひとりおひとり関わりの時間を大切にし思い気づきを探る
・御家族様が面会時
　接遇をもとに気持ちの良い対応を心がけ、コミュニケーション
　を計り、色々な事を傾聴させて頂き御家族様の思い気づき
　を探る
・ケアプランの反映
　新たなニーズを見つけ、質の良いサービス提供
　全職員が統一したケアを提供することができる

12ヶ月

3

地域ボランティアとの交流を計ることが
出来るようになったが、近隣の方々との
交流、良い関係作りが出来ていない
また家族様からの要望である子供達との
交流を望まれているので新たに他施設
との出会いをみつけ交流を図る

地域とのより良い関係を築き、新たに
他施設との出会い、交流を図る

・近隣の幼稚園、保育所との交流
・地域の行事に積極的に参加
・ホームを開放し交流を図る（主にお茶会など）
（開放目的として）
・近隣の方々にホームで生活している方々を知って頂く
・認知症を理解して頂く
・緊急、災害時の為に協力して頂ける体制作りをする

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


